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３日（火） オペラ“森は生きている”

（たいようぐみと有志保護者さん）

４日（水） 発表会リハーサル

５日（木）・６日（金）

絵本貸出日（ほし・しずく）

６日（金） 最終リハーサル

（小さいクラスのお友だちが観ます）

７日（土） きらきら発表会 ※１

９日（月） お弁当の日

身体測定の週

１０日（火）こどもケアの日

１１日（水）剣道

１２日（木）・１３日（金）

絵本貸出日（たいよう・そら）

１３日（金）クリスマス会

１７日（火）誕生会

１８日（水）歯科検診 ※２

１９日（木）英語

１９日（木）・２０日（金）

絵本貸出日（つき・にじ）

２０日（金）もちつき会

２４日（火）集金日

避難訓練（地震）

２７日（金）大掃除

保育納め（年越しうどんの日）

２８日（土）～１月５日（日）

年末年始休み ※３

令和７年１月６日（月）保育はじめ（通常保育）

「暑い暑い」と言っていたのがつい先日のように思いますが、近ごろは

「寒い寒い」が口癖です。あっという間に師走になりました。

今週の土曜日は“きらきら発表会”です。（そらぐみからたいようぐみ）

子どもたちは、衣装やセットなどを作ったり出し物の練習をしたり、楽しみ

ながら取り組んでいます。当日は子どもたちがどんな姿を見せてくれるで

しょうか。まずは、風邪などひかずに元気に全員参加できることを願ってい

ます。当日をお楽しみに！

※１ きらきら発表会について

はじまりは９時１５分、集合は９時００分

（たいようは８時５５分）です。

詳細は、先日お配りしたおたよりをご覧ください。

※２ 歯科検診について

１８日（水）に行います。９時にしずくぐみからはじめますので、

遅れないように登園してください。検診結果をお渡ししますので

治療が必要な人は早めの受診をしてください。治療終了後は証明

書を保育園に提出してください。

※３ 持ち物の点検について

お休みの間に、持ち物全ての名前とサイズの点検をし、保育

はじめの日に持って来てください。

お迎え時間についてのお願い

毎日連絡帳にてお迎え時間とお迎えの人を記入していただいて

いますが、予定時刻を３０分以上遅くなる場合は電話連絡をお

願いいたします。

【12月は…】

北風がビュービュー吹く日も子どもたちは元気に園庭に飛び出していきます。まさに「子どもは風の子」ですね。また、

１２月のひだまりはふんわりと暖かいですね。寒い季節だからこそ、おひさまの暖かさとありがたさがよくわかります。

今月は発表会、クリスマス会、もちつき会と、毎週大きな行事があります。今週末は発表会、子どもたちは楽しそうに練習を

しています。初めての発表会であるそらぐみさんや大きなクラスの子どもたちはどんな成長した姿を見せてくれるでしょうか、

楽しみにしていてくださいね。

来週にはクリスマス会があります。保育園にはサンタクロースが来てくれるのでしょうか？サンタクロースの存在を信じる純

粋な心、いつまでも持っていたいですね。

また、その次の週にはおもちつきがあります。今年もたいよう、つきぐみさんが杵と臼でお餅をつく予定です。「よい

しょ！」のかけ声とともにぺったん、ぺったんと。ついたお餅で鏡餅を作り、新年を迎える準備をします。

さて、年内保育の最終日には子どもたちは大掃除をします。日頃自分たちが使っている部屋を感謝をこめてきれいにしたいで

すね。

いつも使っている部屋が汚れていると新年のお祝いのめでたい神さまが入って来づらくなるそうです。福の神さまたくさん集

まれ～！だから年末には大掃除をするんですね。

【研修に参加して...】

先日、京都大学名誉教授の鯨岡先生の講演を聞きました。「子どもの心を育てる」とはどういうことか、心とは何かを大人が

考えてみましょうという内容でした。大人はとかく子どもを「できた・できない」で判断し、子ども自身を外側から見ています。

子どものできたことばかりに目を向けずにできない・やりたくない気持ちに寄り添うことが大切です。心はやりたいというプラ

スの気持ちと、やりたくないというマイナスの気持ちがあるのです。その両方を理解し、マイナスの気持ちの時に大人がどんな

声掛けをするかが子どもの成長にとってキーポイントですと言われました。何かができないと落ち込んでいる子どもに「がんば

れ～」と励ますより、「できなくて大丈夫だよ」「今はできないけどそれでも大丈夫」「できないのは辛いよね」などと抱っこ

して「しんどいね」と抱き続けてください。そして子どもが自分から離れていくまで待っていてあげましょう、と。

先生のこの言葉が心に残りました。子育てって…子どもの姿にイライラしたり、ドキドキしたり...の時もありますよね。そ

んな時もありますが、できなかったりやる気が出ない子どもも大好き！！と思える大人でありたいと思いました。

（園長 筆）

お知らせ

〇和田真弥保育士が結婚しました。

〇保育助手として市居遥妃、事務員として北垣美緒が新

しく勤務しています。


